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８月22日に片品保育園の夏祭りが開催され子ど

もたちが一生懸命作った手づくりみこしを披露して

くれました。

また、踊りや花火等も行なわれ、楽しいひと時を

過ごすことができ、親子で楽しい思い出ができまし

た。
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市町村合併について・他 …………………２・３

できごと …………………………………………４

生涯学習コーナー …………………………５・６

おしらせ ……………………………………７～９

いたずらわんぱく・フレッシュヤング・他……10

9月
No.  565



3

合
併
を
よ
い
機
会
に
、
行
財
政
を
抜

本
的
に
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
、
そ

の
過
程
で
自
治
体
の
努
力
次
第
で

は
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
が
、
逆
に
、

合
併
し
た
も
の
の
行
財
政
の
見
直
し

を
怠
れ
ば
、
単
に
自
治
体
の
規
模
が

大
き
く
な
っ
た
だ
け
で
、
全
く
そ
の

メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

経
済
の
構
造
的
な
変
化
に
対
応
し
た

健
全
財
政
改
革
は
、
急
務
の
課
題
と

し
て
、
今
市
町
村
は
財
政
危
機
か
ら

の
脱
却
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

広報かたしな H14. 9

Q&A
市町村合併に関する
お問い合わせは役場
総務課まで

158－2111

質問：地方交付税てなーに？

答：地方交付税は、すべての地方自治体が一定の行政水準のもとにその役割を果たせるよう、それぞれの財源不足額に応じて国
から交付されるお金です。
この原資は、国税5税とよばれる所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税の一部が充てられています。
仮に、所得税などの国税をそのまま地方税として納めてもらった場合どうなるでしょう？人口が多く各種産業の活発な都市部

に税金が集中するため、都市部がどんどん発展する一方、人口の少ない農山漁村部は必要最小限の行政サービスさえも行えなく
なります。地方交付税制度は、こうした国全体の地域不均衡を極力なくそうという調整機能をもって
います。
片品村の平成13年度の一般会計決算の歳入では、例年どおり地方交付税が断然トップで、全体の半分近くを占めています。
国では、年々悪化する財政難から、地方交付税の根本的な見直しを進めています。今後、この交付税を段階的に見直す方向に

あり、いままでのような増額交付は望めない時代に入ってきました。

摺渕の特別養護老人ホーム桜花苑で８月17日
（土）に「桜花苑まつり」が開催されました。この
祭りは今回が始めての開催でしたが、片小のソー
ラン節クラブによるソーラン節や尾瀬太鼓、八木
節等が披露されにぎやかに行われました。また、
お年寄りもヨーヨーつりや、花火等に参加し、地
域の人達と一緒に楽しいひと時を過ごしました。



2

市
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
の
節
約
が
可

能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
効
率
的

な
行
財
政
運
営
が
可
能
に
な
り
ま
す

が
、
経
費
節
減
ま
で
に
は
時
間
を
要

す
る
種
類
の
経
費
も
少
な
か
ら
ず
存

在
し
、
ま
た
、
合
併
直
後
は
新
し
い

市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
多
額

の
経
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
財
政

需
用
は
一
時
的
に
増
大
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
合

併
後
の
市
町
村
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
行

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
財
政
措
置
を
講
じ
ま

す
。平

成
十
七
年
三
月
ま
で
に
市
町
村

合
併
を
行
っ
た
地
域
に
つ
い
て
、
合

併
年
度
ま
た
は
そ
の
翌
年
か
ら
三
ヵ

年
に
わ
た
り
特
別
交
付
税
が
措
置
さ

れ
ま
す
。

合
併
後
十
ヵ
年
度
は
、
合
併
関
係

市
町
村
が
存
続
し
て
い
た
場
合
に
算

定
さ
れ
る
額
の
合
計
額
が
普
通
交
付

税
と
し
て
保
障
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
後
五
ヵ
年
度
は
普
通
交
付
税
額

の
激
変
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

合
併
後
十
ヵ
年
度
は
、
市
町
村
建

設
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
ま
ち
づ
く

り
建
設
事
業
（
旧
市
町
村
間
の
道
路

整
備
、
文
化
、
体
育
施
設
の
整
備
等
）

の
う
ち
、
特
に
必
要
な
事
業
の
経
費

に
つ
い
て
は
、
地
方
特
例
債
（
合
併

特
例
債
）
が
充
当
さ
れ
元
利
償
還
金

の
七
十
％
が
普
通
交
付
税
と
し
て
措

置
さ
れ
ま
す
。

旧
市
町
村
単
位
の
地
域
振
興
（
地

域
行
事
の
展
開
、
伝
統
芸
能
継
承
事

業
等
）
や
住
民
の
一
体
感
醸
成
（
イ

ベ
ン
ト
開
催
、
新
し
い
文
化
創
造
事

業
等
）
の
た
め
に
行
う
基
金
造
成
に

対
し
、
地
方
特
例
債
（
合
併
特
例
債
）

が
充
当
さ
れ
、
元
利
償
還
金
の
七

十
％
が
普
通
交
付
税
と
し
て
措
置
さ

れ
ま
す
。

合
併
直
後
に
必
要
と
な
る
行
政
の

一
本
化
（
基
本
構
想
等
の
策
定
、
改

定
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の

統
一
等
）
や
行
政
水
準
、
住
民
負
担

水
準
の
調
整
等
に
要
す
る
臨
時
的
経

費
に
つ
い
て
、
普
通
交
付
税
と
し
て

措
置
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
の
決
算
状
況
（
決

算
統
計
）
が
ま
と
ま
り
、
近
い
う
ち

に
群
馬
県
か
ら
県
下
市
町
村
の
財
政

状
況
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

財
政
の
用
語
や
桁
の
多
い
数
字
は
何

か
解
り
に
く
く
、
と
っ
つ
き
づ
ら
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
判
断
材
料
に
欠
か

せ
な
い
情
報
で
す
。

財
政
状
況
を
把
握
し
て
お
け
ば
、
無

機
質
に
見
え
る
数
字
の
羅
列
か
ら
行

政
の
運
営
状
況
を
浮
き
彫
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
町
村
合
併
な

ど
の
論
議
が
身
近
な
金
額
や
具
体
的

な
比
率
に
置
き
換
わ
り
、
村
民
皆
さ

ん
の
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
生
命
を
吹

き
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ゆ
と
り
を
見
る
た
め
の
指
標

○
財
政
力
指
数

財
政
力
指
数
は
、
村
が
標
準
的
な
行

政
を
行
う
場
合
に
、
そ
れ
に
要
す
る

経
費
の
ど
れ
く
ら
い
の
部
分
を
税
収

入
で
賄
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
、
財
政
力
指
数
が
高
い
ほ
ど
財
政

力
が
強
く
、
財
政
運
営
の
自
主
性
が

高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
県

内
平
均
は
０
・
６
４
％
に
対
し
片
品

村
は
０
・
２
５
％
で
県
内
で
約
五
十

六
番
目
で
す
。

○
公
債
費
負
担
比
率

公
債
費
負
担
比
率
は
、
公
債
費
（
借

金
の
返
済
額
）
の
状
況
か
ら
、
財
政

運
営
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
指
標
で

す
。
一
般
財
源
（
使
途
を
制
限
さ
れ

て
い
な
い
財
源
）
の
う
ち
ど
れ
だ
け

公
債
費
に
充
て
た
か
を
表
す
も
の

で
、
一
般
的
に
は
、
財
政
運
営
上
１

５
％
が
警
戒
ラ
イ
ン
、
２
０
％
が
危

険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
、
片
品
村
は
２

０
・
８
％
で
、
今
年
初
め
て
危
険
ラ

イ
ン
を
こ
え
ま
し
た
。
全
国
的
に
も

地
方
自
治
体
の
財
政
は
悪
化
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
既
に
相
当
数
の

団
体
が
危
険
ラ
イ
ン
の
段
階
に
達
し

て
い
ま
す
。

○
経
常
収
支
比
率

財
政
の
弾
力
性
を
見
る
た
め
の
指
標

で
す
。
使
途
を
制
限
さ
れ
な
い
経
常

的
な
収
入
（
地
方
税
、
普
通
交
付
税

な
ど
の
毎
年
収
入
さ
れ
る
性
質
の
収

入
）
に
対
す
る
経
常
的
な
支
出
（
人

件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費
な
ど
毎
年

経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
も
の
）
の
割

合
が
低
い
ほ
ど
財
政
的
に
ゆ
と
り
が

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
示
し
ま

す
。
少
な
く
と
も
７
５
％
程
度
に
収

ま
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
り
８
０
％
を

超
え
る
場
合
は
財
政
構
造
は
弾
力
性

を
欠
い
て
い
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
地
方
財
政
全
体
が
悪
化
し
て
い

る
今
日
で
は
、
大
部
分
の
市
町
村
が

８
０
％
を
超
え
て
要
注
意
の
状
態
で

す
。
片
品
村
は
８
８
・
９
％
で
す
。

行
財
政
の
見
直
し

慢
性
的
な
景
気
の
低
迷
が
原
因
で
、

今
日
の
地
方
財
政
は
厳
し
い
状
況
に

陥
り
ま
し
た
。
現
在
の
財
政
危
機
は

自
治
体
の
規
模
に
関
係
な
く
起
こ
っ

て
お
り
、
合
併
に
よ
っ
て
財
政
危
機

が
解
消
さ
れ
る
保
障
は
ど
こ
に
も
あ

り
ま
せ
ん
。

合
併
の
是
非
を
含
め
て
こ
れ
か
ら
の

論
議
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

広報かたしな H14. 9

先月号の広報では、「合併を取り巻く環境」についてお知らせしました。今回は「合併における
国の財政支援と村の財政状況」について考えてみます。
市町村合併では、関係市町村の検討がまとまると、国、県が具体的に支援する仕組みが整って

います。特に、合併特例法は、市町村合併への取組を積極的に支援するための行財政上の特例措
置を強化し、自主的な合併の推進を図っています。

合
併
市
町
村
に
対
す
る

国
の
財
政
措
置

片
品
村
の
財
政
の
状
況
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学
校
の
西
側
に
、
南
小
保
護
者
よ

り
貸
借
し
て
い
る
畑
が
二
面
あ
り
ま

す
。
下
の
段
は
、
各
学
年
が
教
材
等

を
考
慮
し
、
栽
培
し
て
い
ま
す
。
上

の
段
は
、
各
地
区
ご
と
に
割
り
当
て
、

六
月
に
全
校
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種

を
蒔
き
ま
し
た
。

広
い
畑
を
子
ど
も
達
だ
け
で
草
を

む
し
る
の
は
至
難
の
業
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
は
学
校
支
援
隊
の

方
々
の
御
理
解
・
御
協
力
を
得
て
、

夏
休
み
中
に
地
区
ご
と
に
草
む
し
り

の
日
を
設
け
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
、

そ
し
て
支
援
隊
の
方
々
が
一
緒
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
家
族
で

参
加
し
た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
お
じ

い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
で
し
た
。
達

人
の
草
む
し
り
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
、
頑
張
る
子
、
何
も
し
な
い
子
、

む
し
っ
た
草
を
運
ぶ
子
な
ど
、
子
ど

も
達
の
反
応
は
様
々
で
し
た
。
来
年

度
以
降
、
定
着
で
き
た
ら
益
々
地
域

の
方
々
と
の
結
び
つ
き
が
深
ま
り
、

学
社
融
合
の
一
助
と
な
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

「
暑
い
、
疲
れ
た
よ
。」「
こ
の
坂

は
、
急
だ
ね
。」
な
ど
の
言
葉
が
聞

か
れ
る
中
、
小
野
子
山
登
山
が
始
ま

り
ま
し
た
。

今
年
度
の
宿
泊
活
動
は
、
北
毛
青

年
の
家
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
尾
瀬
高
校

の
自
然
環
境
科
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

小
野
子
山
登
山
、
ネ
ー
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
、
野
外
炊
飯
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
、
ぐ
ん
ま
天
文
台
の
見
学
と

一
泊
二
日
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ

た
二
日
間
で
し
た
。

こ
の
中
で
、
子
ど
も
達
は
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
学
び
、
同
じ
グ
ル

ー
プ
の
人
か
ら
学
び
、
そ
し
て
北
毛

青
年
の
家
の
指
導
者
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
指
導
者
か
ら
も
多
く
の
こ

と
を
学
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
集
団

で
の
活
動
で
し
か
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
を
子
ど
も
達
が
つ
か
ん
で

く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
年
度
片
品
村
で
は
、
学
校
内
外

を
通
じ
た
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
推

進
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、「
推
進
協
議

会
」
と
「
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
が
二
つ
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
協
議
会

学
校
や
社
会
教
育
関
係
者
を
含
む

様
々
な
分
野
の
関
係
機
関
や
団
体
等

と
の
連
携
を
図
り
、
活
動
の
推
進
に

向
け
た
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

☆
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
配
置
し
、

情
報
提
供
や
相
談
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
活
動
の
場
を
開
拓
す
る
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
各
学
校
の

特
色
あ
る
活
動
や
学
校
支
援
隊
の
活

動
内
容
の
発
表
を
も
と
に
し
た
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
子
ど
も
達
に
不
足
し
て
い

る
も
の
は
、
奉
仕
活
動
で
あ
り
、
体

験
活
動
で
す
。
疑
似
体
験
で
は
な
く

実
際
に
手
や
足
、
身
体
全
体
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
奉
仕
活
動
・
体
験

活
動
の
在
り
方
を
多
く
の
人
で
考
え

協
議
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
し
ょ
う
。

御
多
用
中
、
参
加
く
だ
さ
っ
た
委

員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

広報かたしな H14. 9
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☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
寿
大
学

「
村
内
文
化
財
め
ぐ
り
」

・
か
た
し
な
女
性
カ
レ
ッ
ジ

「
写
真
教
室
」

・
第
七
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

☆
社
会
体
育
関
係

・
第
四
○
回
郡
民
体
育
大
会

（
新
治
村
）

・
村
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

・
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
も
み
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

☆
学
校
関
係

◆
小
学
校

・
就
学
時
検
診

・
郡
小
学
校
陸
上
記
録
会

◇
片
小

・
子
育
て
講
座
（
来
年
度
就
学
児
保

護
者
対
象
）

・
六
年
尾
瀬
学
習

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会

◇
北
小

・
バ
ス
旅
行
（
一
〜
五
年
）

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会

◇
南
小

・
全
校
遠
足

・
武
尊
親
和
会
と
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
交
流

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

◇
武
小

・
子
育
て
講
座

・
老
人
会
と
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

流
・
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

◇
片
中

・
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
あ
い
さ
つ
運
動

・
一
年
生
職
場
見
学

・
二
年
生
職
場
体
験

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
整
備
作
業

・
緑
の
キ
ャ
ン
バ
ス

・
学
校
一
日
公
開
参
観
日
③

・
郡
市
中
体
連
駅
伝
大
会
（
昭
和
村
）

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
乗
体
験
学
習

（
三
年
生
）

・
弟
子
入
り
体
験
・
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル

16
日

17
日

下
旬

13
日

20
日

下
旬

27
日

１
日

16
日

１
日

２
日

18
日

22
日

９
日

22
日

８
日

11
日

22
日

１
日

４
日

11
日

１
日

１
・
15
日

２
日

２
・
３
日

４
日

16
日

18
日

23
日

25
日

31
日

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

生涯学習コーナー

か
た
し
な
ガ
キ
大
将

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
「
宿
泊
活
動
」

八
月
五
・
六
日

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
草
む
し
り

「
地
域
教
育
力
推
進
協

議
会
開
催
」

七
月
二
十
九
日

片
品
南
小
学
校
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平
成
十
四
年
八
月
十
一
日
（
日
）

片
品
中
学
校
校
庭
・
体
育
館
で
第
六

回
片
品
村
子
ど
も
会
球
技
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

男
子
が
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
参
加
七
チ
ー
ム
、
女
子
が
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
参
加
九
チ
ー
ム
で
熱
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

男
子
の
部

優
　
勝

第
三
区
子
ど
も
会

準
優
勝

第
六
区
子
ど
も
会

第
三
位

第
五
区
子
ど
も
会

第
三
位

第
八
区
子
ど
も
会

女
子
の
部

優
　
勝

第
五
区
子
ど
も
会

準
優
勝

第
八
区
Ｂ
子
ど
も
会

第
三
位

第
一
区
子
ど
も
会

第
三
位

第
二
区
子
ど
も
会

以
上
の
結
果
で
し
た
。

な
お
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
優
勝
チ

ー
ム
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
優
勝
、
準

優
勝
チ
ー
ム
は
八
月
十
八
日
（
日
）

片
品
村
で
行
わ
れ
る
郡
大
会
に
出
場

い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
八
月
十
八
日
（
日
）

片
品
中
学
校
校
庭
・
体
育
館
で
第
三

十
一
回
利
根
郡
子
ど
も
会
球
技
大
会

が
、
郡
内
八
町
村
の
代
表
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

片
品
村
参
加
チ
ー
ム
男
子
は
片
品

大
会
で
優
勝
し
た
第
三
区
子
ど
も

会
、
女
子
は
優
勝
の
第
五
区
子
ど
も

会
、
準
優
勝
の
第
八
区
子
ど
も
会
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

男
子
の
部

第
三
区
子
ど
も
会
　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

女
子
の
部

第
五
区
子
ど
も
会

Ａ
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

第
八
区
子
ど
も
会

Ｃ
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

以
上
の
結
果
で
し
た
。

参
加
し
た
第
三
区
、
第
五
区
、
第

八
区
の
選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
大
変

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

八
月
五
日
（
月
）
か
ら
八
月
二
十

一
日
（
水
）
に
か
け
て
片
品
中
学
校

校
庭
に
お
い
て
、
第
十
一
回
区
対
抗

野
球
大
会
兼
平
成
十
四
年
度
町
内
対

抗
野
球
片
品
予
選
大
会
が
ナ
イ
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
熱
戦

を
勝
ち
進
ん
だ
第
一
区
と
第
五
区
が

八
月
二
十
一
日
に
決
勝
戦
で
対
戦

し
、
み
ご
と
第
五
区
が
優
勝
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
優
勝
し

た
第
五
区
は
、
九
月
二
十
一
日
か
ら

月
夜
野
町
で
開
催
さ
れ
る
第
四
十
八

回
群
馬
県
町
内
対
抗
野
球
利
根
沼
田

支
部
予
選
会
に
片
品
村
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優
　
勝

第
五
区

準
優
勝

第
一
区

第
三
位

第
三
区
・
第
六
区
　

第
五
位

第
二
区
・
第
四
区

第
七
区
・
第
八
区

八
月
十
八
日
（
日
）、
十
九
日

（
月
）
の
二
日
間
片
品
村
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
蕨
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
交
流
会
が
片
品
村
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
蕨
市
か
ら
十
三
名
の
子
ど

も
が
参
加
し
、
十
八
日
に
は
魚
の
つ

か
み
取
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。ま
た
、
十
九
日
に
は
、民
芸
館
に

お
い
て
、
わ
ら
細
工
体
験
を
行
い
相

互
の
友
情
・
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
昭
和
五
十
年
代
に

始
ま
り
、
今
年
で
二
十
三
回
目
と
な

り
ま
す
。
現
在
で
は
、
少
年
団
だ
け

で
は
な
く
、
片
品
村
と
蕨
市
の
「
ふ

れ
あ
い
協
定
」
に
発
展
し
、
各
分
野

に
お
い
て
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

広報かたしな H14. 9

第
六
回
子
ど
も
会

球
技
大
会

第
三
十
一
回
利
根
郡

子
ど
も
会
球
技
大
会

区
対
抗
野
球
大
会
兼

町
内
対
抗
野
球
片
品

予
選
会

蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
の
交
流
会

優
勝
し
た
第
五
区
の
み
な
さ
ん

女
子
の
部
優
勝
の
第
五
区
子
ど
も
会

男
子
の
部
優
勝
の
第
三
区
子
ど
も
会
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広報かたしな H14. 9

群馬県では、21世紀の文化づくり事業の一環と
して、2001年度から3ヵ年かけて「群馬百名山」
を選定します。

応募方法
次の必要事項を記入のうえ、はがき・封書・ＦＡ
Ｘ・電子メールで応募ください。
① 推薦する山の名前
② 推薦理由
③ 住所、氏名、年齢、性別、電話番号
（注）昨年度に選定された50山（片品村からの
選定は至仏山、笠ヶ岳、日光白根山、武尊山、そ
の他の山は観光課に問合せてください。）は、今
回の応募から除いてください。

あて先
〒３７１－８５７０　前橋市大手町１－１－１
群馬県自然環境課ぐんま百名山係
ＴＥＬ　０２７（２２６）２８７２
ＦＡＸ　０２７（２２５）００７７
e-mail:kanshizen@pref.gunma.jp

応募締切り
平成14年10月31日（木）

問合せ先
観光課（内線21）

ぐんま県民カレッジ「オープンキャンパス」大学出前講座
『働き盛りの経営学講座』～マーケティングを熱く学ぼう～

大学の講座が沼田で受けられます
この講座は、社会人としてのキャリアアップを図ることが目的で、変化する社会や経済状況を正しく認識

するとともに、利根沼田を分析しながら、今、求められているマーケティングや能力開発を学習するもので
す。忙しい働き盛りの方が新しい高度の内容を学べるよう夜の講座であり、生涯学習の視点から経営者以外
の方にも参考になる内容です。
○　主　　催 群馬県教育委員会
○　実施機関 利根教育事務所
○　場　　所 沼田市中央公民館
○　講　　師 高崎経済大学教授
○　期日・内容

○　時　　間 19:00～21:00
○　募集について
・　受講者は20名程度。沼田市と利根郡に在住・在勤する人
・　申込希望者は、利根教育事務所社会教育課（1２３－０１６５）に電話で申込んでください。

1

2

3

10月21日（月）

11月11日（月）

11月25日（月）

マーケティング戦略入門

顧客満足の追求

マーケティングとＩＴ

回 月日（曜） 学　習　内　容 回 月日（曜） 学　習　内　容

4

5

6

12月９日（月）

１月20日（月）

１月27日（月）

まちづくりのマーケティング

ＮＰＯのマーケティング

変化する社会と能力開発

公　　 演

●　ムクばくとチチャねこ（俳優館の舞台劇）
日　時：10月５日（土）午後３時～

●　おひさま劇場（劇団クラルテの人形劇）
日　時：11月１日（金）午後６時30分～

●　海はいのち（荒馬座の芸能）
日　時：11月30日（土）午後４時～

ワークショップ

第２回人形づくり（１本棒人形）劇団プーク
日　時：10月19日（土）午後２時30分～

公演やワークショップ等楽しい催しがいっぱいで
す。
当日入会も受付けています。
入会金 200円（４歳以上）
月会費 500円（４歳以上）

問合わせ 笠原　1５８－２３４８

「ぐんま百名山」を募集します！ 片品おやこ劇場　秋のもよおし



広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
四
年
八
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

風
通
す
母
の
匂
ひ
の
夏
衣

忘
れ
も
の
し
て
ひ
き
返
す
酷
暑
か
な

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

ひ
つ
じ
草
咲
け
よ
と
め
ぐ
る
水
馬

お
に
ぎ
り
を
解
け
ば
頭
上
に
青
鵐
啼

く

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

大
正
琴
音
の
つ
ま
づ
く
炎
暑
か
な

姥
百
合
の
つ
ぼ
み
幼
な
し
沼
の
風

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

い
の
ち
果
つ
蝉
こ
ろ
が
り
て
秋
立
ち

ぬき
り
ぎ
り
す
窓
に
き
て
鳴
く
無
月
か

な

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

葬
列
の
日
傘
か
す
か
に
ゆ
れ
に
け
り

老
二
人
住
む
家
閉
じ
て
額
の
花

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

絵
日
記
に
う
ろ
こ
雲
書
く
一
年
生

ひ
ま
わ
り
や
父
と
子
の
影
長
か
り
き

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

碧
空
に
赤
い
ヘ
リ
飛
ぶ
尾
瀬
の
里

紅
木
槿
部
活
に
励
む
子
の
早
出

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

鯉
跳
ね
て
水
馬
な
ど
と
ば
し
け
り

艦
砲
を
く
ぐ
り
真
夏
の
終
戦
日

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

笛
に
水
ふ
く
め
て
音
頭
の
笛
を
奏
く

踊
り
下
駄
ど
ん
と
確
め
輪
に
入
る

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

裏
山
に
山
鳩
啼
き
し
夕
暮
時

山
百
合
の
池
に
映
り
し
月
あ
か
り

摺
渕
　
　
　
千
明
　
稔
子

立
秋
の
日
没
微
風
は
だ
に
沁
み

盆
近
し
人
生
振
り
返
り
つ
つ
墓
碑
洗

う

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

炎
天
や
信
号
待
ち
の
耕
耘
機

震
災
忌
語
る
爺
さ
ま
の
長
寿
眉

鎌
田
　
　
　
萩
原
弥
栄
子

裏
窓
を
開
け
て
残
暑
の
厨
妻

新
涼
の
風
や
は
ら
か
に
野
の
一
樹

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

つ
い
て
来
る
影
離
し
た
き
暑
さ
か
な

算
数
と
な
め
く
じ
嫌
っ
た
学
童
期

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

初
夏
の
旅
ど
く
け
し
屋
ほ
ど
薬
も
ち

北
国
の
人
の
情
け
や
夏
の
旅

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

久
方
の
友
の
笑
み
あ
り
風
は
秋

立
秋
や
昼
も
燈
点
す
家
に
棲
み

句
会
に
つ
い
て

句
会
で
は
、
参
加
者
が
持
参
し
た

五
句
を
、
一
句
づ
つ
小
さ
な
短
冊
に

書
き
、
裏
返
し
に
し
て
机
に
並
べ
、

順
不
同
に
書
記
が
五
句
づ
つ
ま
と
め

て
参
加
者
に
配
布
、
精
書
し
た
作
品

の
中
か
ら
、
一
人
が
七
句
づ
つ
選
句

を
し
ま
す
。
そ
の
作
品
を
代
表
者
が

一
句
づ
つ
発
表
し
て
い
き
、
作
者
が

名
前
を
発
表
し
て
始
め
て
作
者
が
わ

か
り
ま
す
。
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広報かたしな H14. 9

Greetings from the New ALT

Hello! My name is Eva Bach, and I am the new ALT in Katashina. I grew up in the Chicago area
and went to college in northern New York state. I had two majors, English (literature) and
education. I also studied a little Japanese while I was in college, and it became my dream to teach
English in Japan someday. I'm so excited to actually be here now, and I can't wait to meet all of my
new students. 

I visited Japan once before, in 1997, for two weeks. I experienced the bustling city life in Tokyo, as
well as the more relaxing country life in Nagano. When the JET Programme asked me where in
Japan I would like to live, I knew I'd be happiest in a small town in a beautiful, natural setting.
Katashina is exactly what I had in mind! I love waking up every day and looking out at the lush,
green rice fields surrounded by the hazy blue mountains. Best of all, I've met many kind and
helpful people here. 

If you ever want to talk with me about my language and culture, just ask. I'll be more than happy
to answer your questions. Meanwhile, I look forward to getting to know more about this place and
its people… not to mention learning Japanese!   

バック先生着任のあいさつ

みなさん、はじめまして。イーバ　バックです。片品の新しいALT（語学指導助手）です。私はアメリカのシ
カゴで育ち、ニューヨーク州北部の大学に行きました。英文学と教育学を専攻しました。大学では日本語も
少し勉強しました。そしていつか日本で英語を教えたいと思うようになりました。実際その夢が今現実にな
り私はとてもうれしいです。早く生徒たちに会いたくてわくわくしています。

私は1997年に一度だけ日本に来たことがあります。２週間滞在しました。東京での騒がしい都会生活と長野
でのゆったりとした田園生活の両方を体験しました。JETプログラム（ALTを日本に派遣する事業）から日本
ではどこで仕事をしたいかと尋ねられたとき、自然に囲まれた小さな美しい町が一番いいと思いました。片
品村は私が望んでいたとおりの村でした。毎日、朝起きて、かすみのかかった青い山々に囲まれた緑豊かな
田を見てとても幸せな気持ちになります。何よりもここ片品村の人たちは皆親切で私の手助けをしてくれま
す。

もし皆さんが私の言葉や文化について話がしたいと思ったらいつでも訪ねてください。皆さんの疑問にお答
えしたいと考えています。そして私は片品村についていろんなことを理解することを楽しみにしています。
もちろん日本語を勉強できることも！
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利根沼田広域市町村圏振興整備組合職員の募集
職種及び募集人員
○寮母（寮父） １名
○消防士　　　　　１名
受験資格
○寮母（寮父）高等学校卒業程度の学力を有し、
精神状態及び神経系統に異状がないこと。昭和
50年４月２日から昭和60年４月１日までに生
まれ、介護福祉士、看護師、保健師のいずれか
の資格を有する人、又は平成15年４月までに取
得見込みの人

○消防士　高等学校卒業程度の学力を有し、精神
状態及び神経系統に異状がないこと。昭和52年
４月２日から昭和60年４月１日までに生まれ、
身長160㎝以上、体重50㎏以上、胸囲が身長の
おおむね２分の１以上、視力は矯正視力を含み
両眼で0.7以上、一眼でそれぞれ0.3以上で色覚
が正常であり、聴力が左右とも正常であること。
採用された場合、利根郡内及び沼田市内に居住
し得る者

※地方公務員法第16条の規定に該当しない人（成
年被後見人又は被保佐人、懲戒免職者等）

給　料
○寮母（寮父）
短大卒（20歳）157,700円

○消防士
高卒（18歳）151,800円

※学歴、経験等年数により加算します。
その他、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当、通

勤手当、扶養手当、住居手当、時間外勤務手当、
特殊勤務手当等が支給されます。

試験方法及び日時・場所
第１次試験
日　　時 平成14年11月２日（土）

午前９時30分より
場　　所 利根沼田文化会館

３階　会議室
試験科目 適性検査・一般常識・作文

第２次試験
試験科目 面接、体力検査（消防士のみ）

※日時、場所については別途通知します。
申請手続きおよび、受付期間
○採用試験申込書の請求先
利根沼田広域市町村圏振興整備組合
事務局（利根沼田文化会館４階）

○受付期間
平成14年９月24日（火）午前９時より
平成14年10月21日（月）午後４時まで

○合格および採用
第２次試験合格者は採用予定候補者名簿に１年
間登録し、その中から任命権者が採用を決定し
ます。

問い合わせ先
沼田市上原町1801－2
利根沼田文化会館　４階
利根沼田広域市町村圏振興整備組合
事務局　 1 ０２７８－２２－３６９１

１．募集対象
(1) 省エネ、リサイクルに関する実践活動につ
いて
(2) 省エネ、リサイクルに関する工夫、提案に
ついて

２．募集資格
群馬県内の営利を目的とする事業活動を行わ
ない法人・団体、及び個人。
なお、小・中・高等学校及び特殊教育諸学校
については、従来より群馬県環境教育賞があ
り、当財団も後援しておりますので、応募の
対象から除きますが、学校関係者の応募は可
能です。

３．応募方法
応募用紙に（自由）に
(1) 応募者の名称（団体名又は個人名）、代表
者の氏名（団体・法人の場合）

(2) 所在地（個人の場合は住所）、電話番号
(3) テーマ
を記入し、活動記録（5000字以内）と、写
真・機関誌（紙）・研究報告等の主な資料を
添えて財団事務局へ提出してください。なお、
応募書類は返却いたしません。

４．応募期限
平成14年12月20日（金）

５．賞の内容
平成14年度は、総額50万円・5点（1点10
万円）を表彰いたします。

６．選考方法
平成15年3月に、財団法人群馬銀行環境財

団役員会で決定いたします。
７．問い合わせ先

〒371-0846 前橋市元総社町171-1
財団法人群馬銀行環境財団　事務局
担当　渡辺　　1027－255－6160

「群馬銀行環境財団賞」募集

労働保険（労災保険・雇用保険）は、政府が管
理、運営している強制的な保険であり、原則とし
て、労働者を一人でも雇っていれば、事業主は労
働保険の加入手続きをとり、労働保険料を納めな
ければなりません。
労災保険は、労働者が業務上または通勤途上で

の災害によりケガや病気などになりさらに死亡し
た場合に、本人または遺族に対して必要な保険給
付などを行う制度です。
雇用保険は、労働者が失業した場合に、その者

の生活の安定と就職活動を応援するために必要な
保険給付をしたり、事業主には雇用に関して各種
助成金などを支給する制度です。
なお、事業主が故意または重大な過失により、

労災保険の保険関係成立届を提出していない期間
中に労働災害が生じ労災保険給付を行った場合、
遡及して労働保険料を徴収するほか労災保険給付
に要した費用の一部を徴収することとなっていま
す。
加入手続き・保険料負担等、ご不明な点につい

ては、公共職業安定所までお問い合せ下さい。
お問い合せ先 沼田公共職業安定所

122－8609

10月は労働保険適用促進月間です

【支えあう　働くみんなの　労働保険】

「群馬銀行環境財団賞」募集
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年
金
を
受
け
る
権
利
は
死
亡
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
な
く
な
り
ま
す
。
年

金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払
い

に
な
り
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
ま
で

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
受
け
る
は
ず

の
年
金
が
残
っ
て
い
る
時
は
、
死
亡

当
時
受
給
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
遺
族
の
人
は
、
死
亡
届
と
一
緒

に
「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

尚
、
届
出
の
際
に
は
、
次
の
書
類

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
添
付
書
類
】

＊
死
亡
届
の
み
の
場
合

①
年
金
証
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
出
来
る
書
類

＊
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

前
記
の
①
・
②
に
加
え
て

③
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の
身

分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
戸
籍

謄
本

④
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
（
住
民
票
等
）

＊
こ
れ
以
外
に
も
添
付
書
類
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
尋
ね
下
さ

い
。災

害
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
な
い

の
に
国
民
健
康
保
険
税
が
未
納
と
な

っ
て
い
る
人
に
は
、
保
険
証
の
代
わ

り
に
「
資
格
証
明
書
」
を
発
行
し
ま

す
。
こ
の
証
明
書
を
使
っ
て
医
療
機

関
な
ど
で
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
医
療
費
の
全
額
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
今
ま
で
福
祉
医
療

対
象
者
に
つ
い
て
は
「
資
格
証
明
書
」

の
発
行
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
一
年
以
上
国
保
税
の
滞
納
が

あ
る
場
合
は
資
格
者
証
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
国
保
税
が
未
納
の
人
は
至
急

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

税
務
課
国
保
税
係
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日
常
生

活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
盤

で
す
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て

の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
こ
う
と
、「
土
地
月
間
」
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
ち
な
み
、
県
な
ど
で
は

「
地
価
評
価
等
無
料
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日

十
月
一
日
（
火
）
…
「
土

地
の
日
」

●
時
間

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

●
会
場

前
橋
会
場
　
　
群
馬
銀
行
前
橋
支
店

高
崎
会
場
　
　
高
崎
市
役
所

桐
生
会
場
　
　
桐
生
倶
楽
部

伊
勢
崎
会
場
　
伊
勢
崎
市
役
所

太
田
会
場
　
　
太
田
福
祉
会
館

●
問
い
合
せ
先

県
庁
地
域
創
造
課
（
1
０
２
７
―
２

２
６
―
２
３
６
３
）

（
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（
1
０
２
７
―
２
４
３
―
３
０
７
７
）
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◇
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た

時
は
速
や
か
に
届
出
し
ま
し

ょ
う
。

国
保
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

国
保
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

国
保
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

国
保
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

国
保
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

国
保
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

国
保
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

国
保
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

国
保
税
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く

国民健康保険における被保険者証と短期被保険者証と被保険者資格証明書の違い

※ 被保険者証や被保険者資格証明書をお持ちでないと、保険診療が受けられなくなり、自由診療となります。
自由診療では、医療機関からの請求額がいくら高額であっても、全額自己負担となります。

十
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催

十
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催

十
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催

十
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催

十
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催

十
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催

十
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催

十
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催

十
月
は
土
地
月
間
で
す

地
価
評
価
等
無
料

相
談
会
を
開
催

被保険者証の種類

被 保 険 者 証
10月１日～翌年の９月30日までの

１年間

１年未満で村長が指定する期間

交付された日から１年間

（ただし、途中で国保税の滞納がなく

なった場合は、その時点で被保険者

証を交付します）

保険診療の費用の３割です。

（退職者医療の本人は２割です）

保険診療の費用の３割です。

（退職者医療の本人は２割です）

保険診療の費用の10割です。

（ただし、領収書を役場保健課に提出

していただくと、７割が払い戻され

ます。この時、税の未納分に払い戻

し分を充当させていただくことがあ

ります）

短 期 被 保 険 者 証

被保険者資格証明書

有　　効　　期　　限 負　担　金　の　割　合
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将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H13．９．26生）

佐藤　実・千恵 さん（花咲）のお子さん

命名

人口と世帯(平成14年８月１日現在)世帯数 1,786世帯(－４) 男 2,988人(－11) 女3,084人(－12) 計6,072人(－23）

フレッシュ・ヤング No.90

千紘

将来どんな人になってほしいですか
笑顔の素敵な、明る

く元気で優しい子にな
ってほしいです。

ちゃん（H13．９．24生）

星野　忠・亜由美 さん（花咲）のお子さん

命名
陽奈

入　沢　　悟さ
ん 土出（19才）

お
め
で
た

�

桑
原
　
隆
信
　
女
　
璃
莉
亜
　
御
座
入

吉
田
　
　
剛
　
女
　
彩
　
乃
　
鎌
　
田

星
野
　
孝
俊
　
男
　
好
　
成
　
花
　
咲

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
三
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
三
人

○
萩
　
原
　
義
　
人

土
　
出

ヒ
ル
マ
ン
　
ブ
ル
ッ
ク

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

○
東
　
　
　
勇
　
喜

沼
田
市

小
笠
原
　
浩
　
子

菅
　
沼

○
桑
　
原
　
智
　
郁

越
　
本

吉
　
田
　
峰
　
湖

沼
田
市

(((

高
橋
　
敏
夫
　
五
三
歳
　
下
　
平

倉
田
　
フ
ミ
　
八
九
歳
　
東
小
川

北
野
　
く
ま
　
八
三
歳
　
築
　
地

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
三
人

七
月
二
十
日
〜
八
月
十
九
日

■両親の名前：文明、弘子

■職業は何ですか：岩鞍リゾートホテル、レストラン
勤務です。

■趣味は何ですか：読書です。最近「罪と罰」を読み
終わり、今は、シェイクスピアの「ハムレット」を

読んでいます。あとは、貯金です。

■片品をどう思いますか：涼しくて自然が多く、大根
もいっぱい、虫いっぱいな村。

■好きな異性のタイプ：特になし。

ひ　な

ち ひろ

いり　 さわ　　　 さとる

り

り

あ

あ
や
　
　
の

こ
う
　

せ
い

もちろん健康が第一
ですが、だれからも愛
される笑顔のすてきな
女の子になってほしい
です。

10

広報かたしな H14. 9

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

いくつか候補の名前
を考えて、あとは会っ
てからと思い、産まれ
てきた元気な泣き声と
顔を見てピッタリの名
と思い決めました漢字
は、太陽の「陽」とい
う字を使いたいと思っ
ていたので、この名前
にしました。

国民健康保険税
固 定 資 産 税
水　道　料
納期は９月30日です

第６期
第３期

８・９月分

今月の納期は

生まれた頃「千と千
尋の神隠し」の映画が
はやっていて、その主
人公の“千ヒロ”とい
う名前のひびきが気に
入り、字は画数でいち
ばん良いものをえらび、
だれからも愛されるよ
うにと願いをこめて千
紘とつけました。

片　品　村　で　開　催　予　定　！
・平成17年２月　第54回全国高等学校スキー大会
・平成18年２月　第61回国民体育大会冬季大会スキー競技会

インターハイ・国体を
みんなで成功させよう！！




